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研究成果の概要（和文）：　イギリス近世・近代史は、国内各地の利害を代表する議員、特に州共同体における地主貴
族出身議員が集まる議会が王権と対抗しつつ国政の主導権を獲得（＝議会主権の国制を確立）していく過程として理解
されてきた。この議会制統治のモデルに立つイギリス史理解は、議会制民主政治の母国イギリスに加え議会制度を導入
した日本他多数の国の歴史学界において通説的地位を認められている。しかし、この通説史的理解には理論、実証の両
面から疑問が提示されている。
　本研究はイギリス議会史に関する実証研究蓄積から、近世・近代イギリス史の通説的理解を批判的に再検討し、論集
として成果を出版し、イギリス近世・近代史像をめぐる議論に貢献する。

研究成果の概要（英文）：   A historical model has been widely known that the British parliament consisting
 of landed gentlemen who represented local(particularly county) communities gradually achieved the soverei
gn power against the crown in early modern and modern ages. That modern British history is a story of the 
developing and triumphing parliament is a historical orthodoxy in not only Britain, a pioneer nation estab
lishing parliamentary government, but also in lots of nations now accepting the parliamentary system. The 
model, however, has been recently challenged by theoretical and empirical studies of British early modern 
and modern history. This research project critically reexamines the model in great details.  It is expecte
d to contribute to a historical debate on the role of the parliament, through publishing an academic book 
on British parliamentary
history.
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１．研究開始当初の背景 
 
（１）一般に、国内各地域の利害を代表する
議員が集まり諸利害を調整する場である議
会が国政を主導するという議会制統治は、確
かに中央と地域社会の間の関係の安定にと
り不可欠のものと言えるが、議会の存在によ
り統治上の困難という問題が（特に特殊な利
害を有する、首都から遠隔の地域の場合は）
無条件で解消されてしまうというものでは
ない。この問題の歴史的実相の解明にむけて
の作業は多面的に行う必要がある。すなわち、
議会制統治発祥の国イギリスにおいて、その
歴史にそくして議会制統治モデルの限界を
示し、その上で議会制統治の意味をあらため
て考察することである。 
 
（２）19 世紀末に誕生したイギリスの近代歴
史学においては、議会の数世紀にわたる発展
過程を定向進化論的にたどり、その重要性を
強調する国制史が中心的位置をしめたため、
議会制統治の確立が歴史の進歩と等値され
る傾向が見られた。20 世紀半ばにはいわゆる
修正主義史学の台頭で、このようなナイーブ
な見方は克服されたが、20世紀末以降、イギ
リス史の多様性が強調されるようになるな
かで、ブルーワら国家に注目する歴史家が、
議会のもつ利害調整・国民統合の機能を重要
な研究対象としてとりあげ、議会制統治にか
かわる諸問題があらためて関心を集めるよ
うになってきている。 
 
２．研究の目的 
 
（１）イギリス史における議会制統治モデル
の実効性が、17～19 世紀というイギリス議
会制統治の確立期を通して実証的に検討さ
れる過程で、従来軽視されてきた鉱業、海事
を含む地域利害の多様性、全国的に力を持つ
商業利益集団に掛る利害調整の困難さ、ケル
ト辺境での地方統治の脆弱性などの具体的
事例を、議会制統治モデルの限界を示す重要
な論点として実証的に明らかにする。 
 
（２）イギリス政治史の上で特殊な政治性を
保ってきた南西部地域の分析に焦点があて
られる。こうした実証研究により、近世・近
代の議会制統治が国家統合と不可分である
かのように論ずるモデルの限界を示した上
で、あらためて議会制統治論の可能性を提示
する。 
 
３．研究の方法 
上の目的にそって、以下の３つの観点から複
数の実証的研究を進め、研究会を通して問題
意識を共有しつつ、議会制統治モデルを多角
的に検証する。 
 
（１）下院の議席配分と地域代表 

 議会（下院）の議席は地域ごとに配分され
ているが、議席配分は地域の代表機能と直結
するものであろうか。アメリカ独立革命時に
「代表なくして課税なし」のスローガンがき
わめて大きな政治的影響力をもったように、
議席配分には象徴的な意味合いも大きい。ひ
るがえって、近世前半（16～17 世紀）では、
王権による都市選挙区の創設＝議席配分が
議会（下院）の規模を拡大していったが、そ
こには、王権と議会の相互補完的な機能もう
かがわれる。本研究では、具体的には、18 世
紀に南西部コーンウォルとスコットランド
にほぼ同数の議席が配分されていたが、その
機能には違いがあったのではないかといっ
た問題意識から実証的な検討をおこなう。 
 
（２） 商人等の非地主議員と議会：中央＝
地域関係の実像 
近世・近代の議会は、大土地所有を背景に
した地域名望家が議員の多数をしめていた
が、近年、商人などの非地主議員の重要性が
注目されるようになった。このような動向を
踏まえて、本課題においては、非地主議員、
具体的には商人層の議会とのかかわりを具
体的に解明し、地元の大地主が地域代表とし
て中央に出ていくといった議会を介した中
央＝地域関係の過度に単純化された歴史像
をより精緻なものに修正して、実態に近づけ
る努力がなされる。 
 
（３） 地域利害に関する議会（下院）外の
チャンネル 
近世・近代においては、特定の利益集団が、
地域選出の（下院）議員という「表」のチャ
ンネル以外に、その利害を中央に伝える別の
チャンネルを有していた。しかし、この点の
検討は、イギリス本国の学界でも立ち遅れて
いると言わざるをえず、この「研究史上の空
白」をうめるため、海事関係者や鉱山関係者
などが議会に持つ表のチャンネルと、それと
は異なるチャンネルの在り方についても、こ
こで具体的、実証的な検討がなされる。 
 
４．研究成果 
（１）研究会開催 
本課題採択年度の夏季以降、採択期間中毎年
度夏季、および年度末春季に研究会を開催し
た。それぞれの実証研究の中間報告的な発表
を、10名の参加者（研究代表者、研究分担者、
連携研究者、研究協力者）が行い、質疑応答
から議論を深めた。 
（２）海外史料調査・収集 
研究会での議論を参考にしつつ、各人が必
要に応じてイギリスでの史料収集を実施し
た。 
（３）論集の編集 
 これらの実証研究成果を 11 本集め、2014
年度に公刊準備中の論集『議会制統治モデル
の幻想』を編集した。 
同書を構成する 11 の章は、科学研究費助



成事業に応募した時からこの研究プロジェ
クトの柱として設定していた「１ 下院の議
席配分と地域代表」、「２ 商人等の非地主議
員と議会」、「３ 地域利害に関する下院以外
のチャンネル」という３つの問題群に分けて、
３部構成で配置されている。 
上記研究会で報告と討論を繰り返すなか
で、取り上げるべき具体的話題が徐々にはっ
きりと見えるようになってきて、公刊する書
籍の章別構成においては、より内容にそくし
て、「１ 下院の議席配分と地域代表」が「第
一部 代表制議会」（さらに第一部を二分し
て、「Ａ 議席配分と地域代表」と「Ｂ 議
員選出の実態」とした）に、「２ 商人等の
非地主議員と議会」が「第二部 海洋帝国の
議会」に、そして「３ 地域利害に関する下
院以外のチャンネル」が「第三部 議会制統
治の外縁部」になった。しかし、大枠の問題
意識はプロジェクトが立ち上がった時点か
ら変わっていない。 
 これら 11 の章は、それぞれがイギリス近
世史、あるいは近代史にかかわる詳細で実証
的な個別研究論文であるが、全体として、『議
会制統治モデルの幻想』のタイトルのとおり、
イギリス近世・近代史における議会制統治の
順調な発展という常識化した図式の危うさ
を明らかにすることになる。 
 より具体的には「第一部 代表制議会」の
諸論文が問題にするのは、下院の議席が配分
され、議員がある地域から中央の議会に送ら
れても、議員がその地域社会の代表としては
必ずしも働かない（Ａの論点）、そもそも選
挙で議員が地域社会を代表する者としてす
んなりと決まるわけではない（Ｂの論点）と
いう点である。第二部の「海洋帝国の議会」
というタイトルは、一見すると、もともとの
研究プロジェクトの第２の柱「商人等の非地
主議員と議会」とかなり違っているように見
えるかもしれないが、問題意識は一貫してい
る。 
 少なくとも近世から近代の前半まで（15
世紀末から 19 世紀前半まで）の時期につい
ては、「議会制統治モデルの幻想」は、地域
社会の「生まれながらの支配者」としての地
主貴族の政治的重要性に対する高い評価と
裏腹な関係にあったのであり、そのモデルを
疑うとすれば、地主出身議員の働きにも疑問
符をつけざるをえなくなる。近世・近代のイ
ギリスでその重要性を高めていった商業利
害、製造業利害、植民地利害などの、あえて
言えば個別的な利害は、素人政治家である地
主出身議員だけでは十分に担うことができ
ず、より直接的にそれを担ったであろう非地
主議員を検討したいというのが、第２の柱が
言っていたところであり、研究プロジェクト
が進む過程で、近世・近代のイギリスが海洋
帝国として大きく発展したという歴史的な
現実を反映して、具体的には植民地を含む海
外にかかわる諸利害がどのように議会に代
表されていたかが複数のメンバーにより取

り上げられて検討されることになった。その
成果が、「第二部 海洋帝国の議会」として
まとめられるものになったわけである。 
最後の「第三部 議会制統治の外縁部」は、
プロジェクトの第３の柱「地域利害に関する
下院以外のチャンネル」をほぼそのまま受け
たもので、議会＝下院による統制が徐々に、
しかも間接的にしか及ばなかった２つの利
害、コーンウォル公領と、デヴォン・コーン
ウォル両州のスズ鉱業の問題を扱っている。 
 なお、本書の巻末には、近世イギリス西部
の歴史の代表的研究者であるエクセタ大学
のジョナサン・バリー教授による「コメント」
（日本語訳は研究分担者水井万里子）をおさ
めることができた。本書の出発点となった、
西部地域に重点をおいて議会制統治の問題
を考えようという研究プロジェクトを構想
し始めた時から、イギリスの歴史学界で近い
問題関心をもって仕事をしていると思われ
る研究者との交流の可能性が模索されてい
たが、今回のバリー教授の「コメント」はそ
のひとつの結果である。バリー教授には、本
書の基本的コンセプトをお伝えした上で、11
本の論文のある程度詳しい英文レジュメ（一
部については論文の英訳）を読んでいただき、
論評を得た。 
  
（４）成果と課題 
研究プロジェクト「イギリス史における議
会制統治モデルの限界」の成果である本書の
公刊により、「順調な議会制統治の発展とい
うステレオタイプ化したイギリス史理解の
図式を批判的に再検討」するというプロジェ
クト当初の目的は、一定程度達成しえたもの
と考えている。また、課題に関わった 10 名
の研究者が採択期間中に下記５のような実
証研究を精力的に発表しており、本課題の成
果の一部を構成している。 
今後の課題として、批判的に再検討した結
果、具体的、実証的に問題点が明らかになっ
たものの、従来のものに替わるイギリス史理
解を提示しうるところまではいたっていな
い。この課題は、本書を刊行して、従来の理
解の問題点をより多くの研究者と共有した
後に、新たに取り組んでいかなければならな
い。 
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